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足環プロジェクトとは 

足環を付けた放鳥個体が野外で発見もしくは再捕獲等されることで 

その個体の生存年数、移動範囲・距離などを知る為の活動です。 

詳しくは「RUNNER」vol.16 を御覧下さい。 

 

～2019 年 10 月から足環を付けて放された鳥たち～ 
足環

番号 
種類 放鳥月 放鳥場所 足環

番号 
種類 放鳥月 放鳥場所 

Ｍ8 ツミ 2019 年 10 月 相模原市 Ｎ3 カルガモ 2019 年 11 月 川崎市 

Ｍ9 ツミ 2019 年 10 月 愛川町 Ｎ4 オオバン 2019 年 11 月 厚木市 

Ｎ0 トビ 2019 年 11 月 平塚市 Ｎ5 スズガモ 2019 年 12 月 平塚市 

Ｎ1 スズガモ 2019 年 11 月 藤沢市 Ｎ6 フクロウ 2020 年 1 月 湯河原町 

Ｎ2 トビ 2019 年 11 月 平塚市 Ｎ7 チョウゲンボウ 2020 年 2 月 茅ヶ崎市 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

Ｎ7 チョウゲンボウ 

 

こんな足環をつけた野鳥を見かけたら下記まで連絡してください。 

NPO 法人 野生動物救護の会 
Tel : 0463-75-1830 e-mail : wildrelief@kanagawa-choju.sakura.ne.jp 
または 

神奈川県自然環境保全センター 自然保護課 Tel : 046-248-6682 
 

鳥の詳しい情報はこちらに載せています。 
（放野の光景を動画で見ることができます） 
ブログ URL ： http://blog.goo.ne.jp/yaseidobutsu-kyugo 

 

Ｎ4 オオバン 

(写真提供：神奈川県自然環境保全センター) 

Ｎ6 フクロウ 

目撃情報が一般の方から届きました。 

3/26 と 3/30 に茅ヶ崎市内で目撃されたそうです。 

放野から 1 ヵ月以上も元気でいてくれて、うれしい連絡で
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皆さんは野生動物たちが普段どんな場所でどんな生活をしているかご存知でしょうか？NPO法人野生

動物救護の会野生動物痕跡調査チーム BeasTrace(以下 BeasTrace) では神奈川県立自然環境保全セン

ター内にある野外施設に生息する野生動物の種類や生態を解明しようと活動しています。 
 
こんにちは、調査員の小林です。外出自粛等で自然の移り変わりに気づかず、いつの間にかツバメが

大空を飛び回る新年度になっていました。早く今までのような生活が戻ることを祈るばかりです。 
さて、今回は 2019 年度の調査報告と前回からお伝えしてります、BeasTraceNEWS より新プロジェ

クトに関する大大大トピックをお届けいたします。 
 

 
 
 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

2019年4⽉12⽇から2020年1⽉7⽇までに
⾃然環境保全センター内に設置した3台の⾃動撮影カメラにて撮影され種を識別できた哺乳類は

全13種(ネズミ類、ノネコ、ノイヌを除く) 詳細は以下である

1.タヌキ 2.キツネ 3.ハクビシン 4.アナグマ 5.テン 6.イタチ 7.アライグマ 8.ツキノワグマ
霊長目 兎目 齧歯目

9.イノシシ 10.ニホンジカ 11.ニホンザル 12.ノウサギ 13.ニホンリス

食肉目

鯨偶蹄目

タヌキ, 17

キツネ, 1

ハクビシン, 29

アナグマ, 4
テン, 8

イタチ, 
11

アライグマ, 5

イノシシ, 37

ニホンジカ, 18

ノウサギ, 6

ネズミ類, 13

ノネコ, 6
不明, 11

＜場所A＞ ＜場所B＞ ＜場所C＞

タヌキ, 27

ハクビシン, 35

アナグマ, 12イタチ, 16

アライグマ, 7ツキノワグマ, 3

イノシシ, 3

ニホンジカ, 4

ノウサギ, 10

ニホンリス, 4

ネズミ類, 37

不明, 5

タヌキ, 71

キツネ, 1

ハクビシン, 13

アナグマ, 2

イタチ, 4

アライグマ, 5

イノシシ, 85

ニホンジカ
25

ニホンザル, 43

ノウサギ, 2

ニホンリス, 14

ネズミ類, 3 ノネコ, 1 不明, 7

2019年4⽉12⽇から2020年1⽉7⽇までに
⾃然環境保全センター内に設置した3台の⾃動撮影カメラにて撮影され種を識別できた⿃類は

全26種 詳細は以下である

1.アオサギ 2.アカハラ 3.ウグイス 4.エナガ 5.カケス 6.カシラダカ 7.ガビチョウ
8.キジバト 9.キセキレイ 10.キビタキ 11.クロジ 12.クロツグミ 13.コガモ 14.コジュケイ
15.サンコウチョウ 16.シジュウカラ 17.シメ 18.シロハラ 19.ソウシチョウ 20.ツミ 21.トラツグミ
22.ハシブトカラス 23.ヒヨドリ 24.メジロ 25.ヤマガラ 26.ヤマシギ

イタチ(準絶滅危惧)
神奈川県レッドデータブック 2006 WEB版における記載種の紹介(以下は実際に撮影された写真)

ニホンリス(準絶滅危惧) キツネ(準絶滅危惧) ツキノワグマ(絶滅危惧Ⅰ類)

（五十音順） 
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  前回記事から始まりました、新プロジェクトの巣箱計画の最新情報をお届けします！ 
11 月 2 日に巣箱 A・B・C の 3 台を設置してからわずか 28日後、巣箱 A に来客

者が訪れました。11 月 30 日 22 時 31 分、巣箱の様子を伺うように現れたのはな

んと『ムササビ』でした。巣箱計画が始まる前、設置場所の持ち主の方は「昔

はムササビの声や滑空する姿を見たが、ここ最近は姿どころか鳴声すら聞かなく

なった。」と話していました。生息している可能性は十分にありましたが、樹上生

活のムササビはセンサーカメラにも映らず、痕跡も発見できずにいました。しかし今回の調査

により、現在もこの山にムササビが生息していることを証明できました。11 月 30 日以降

数日間、巣材を運んだり、その子どもと思われる個体も同時に確認されたりとムササビに

よる巣箱の利用が開始されたことがわかりました。(現在も継続している様子) 
 また巣箱 B にも 3 月 6 日に確認する様子がみられ(巣箱 A と同個体かは不明)、3 月 21
日の調査ではカメラ回収中に警戒して巣箱から顔を出す様子も直接確認されました。 
巣箱設置開始から数ヶ月でこのような結果になったのは、やはり利用できる樹洞が不足

しているためではないかと専門家の方も話していました。 
 
また私たち BeasTrace は樹洞の提供を目的としているため、利用動物を保護するための天敵を近づけ

ない等の対策を一切行っていません。そのため、巣箱のすぐ近くをハクビシンが登る様子なども確認さ

れています。近年の研究では巣箱の設置が逆に生態系を崩してしまうとも聞かれます。失われた自然の

再生と野生動物との生態系についてよく考えながら今後もこのプロジェクトを継続していきます。 
 
今回使用した写真は白黒で動物や足跡がわかりにくいと思います。野生動物救護の会公式ホームペー

ジでは見やすいカラー写真で掲載されています。ぜひそちらもご覧ください。  次回もお楽しみに‼ 

BeasTrace NEWS ＜新プロジェクト 巣箱計画② ～早くも来客が⁉～ ＞ 

ガビチョウ, 23

ハシブトカラス, 1

アオサギ, 1

シジュウカラ, 3

クロツグミ, 13

コジュケイ, 7

ヒヨドリ, 1

不明, 13

ガビチョウ, 
51

クロジ, 5

ハシブトカラス, 2ソウシチョウ, 1

キセキレイ, 2

ヒヨドリ, 
11クロツグミ, 

4

ヤマガラ, 3

トラツグミ, 
6

ヤマシギ, 4

不明, 25

ガビチョウ, 36

シジュウカラ, 28

メジロ, 662

エナガ, 46

ヒヨドリ, 
102

ヤマガラ, 65

ウグイス, 5

キジバト, 6

クロツグミ, 62
サンコウチョウ, 3

シロハラ, 6
ソウシチョウ, 24
カケス, 8 コガモ, 2

ヤマシギ, 5

キビタキ, 2 アカハラ, 1

ツミ, 1
カシラダカ, 3

シメ, 1

不明, 122

<場所A> <場所B> <場所C>

神奈川県レッドデータブック 2006 WEB版における記載種の紹介(以下は実際に撮影された写真)
アカハラ(減少種)・キセキレイ(減少種)・キビタキ(減少種)・トラツグミ(減少種) 

クロジ(絶滅危惧Ⅱ類)・クロツグミ(絶滅危惧Ⅱ類) 

サンコウチョウ(絶滅危惧Ⅱ類) 

ツミ 

(絶滅危惧Ⅱ類) 

ヤマシギ(希少種) 
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 鳥類の体はたくさんの羽毛におおわれています。胴体をおおっている羽毛は、フワフワ

して柔らかく空気をたくさん含むことができて熱を外に逃がさない働きをします。冬の水

鳥たちが冷たい水に四六時中入っていても平気な顔をしているのは、フワフワな羽毛が彼

らの体を高密度でおおっているからです。一方、鳥の翼には堅い丈夫な羽毛が生えていま

す。この堅い丈夫な羽毛は、鳥が空を飛ぶために必要な揚力（重力にさからって物体を上

に引き上げる力）を生み出すための翼を形作ります。名古屋名物の手羽先は、翼の先端部

分（掌から指の部分）から肘の部分までの羽毛を全部抜いた状態の骨付き肉を調理した食

べ物です。使われている手羽先肉は鶏のものですが、羽毛が生えていれば立派な翼になり

ます。羽毛は、鳥類が生命を維持するために欠くことのできないアイテムなのです。  

 

 

 哺乳類は、鳥類とは異なり体を体毛でおおわれています。日本のように夏は暑く冬は寒

い国に生息する動物は、夏に体毛の密度を下げ、冬に密度を高くして気温の変化に順応し

ます。また、皮膚から分泌される皮脂や紫外線、害虫の影響によって体毛が汚れて傷んで

しまえば本来の機能を発揮できません。鳥類の羽毛についても同じことが言えます。羽毛

が汚れたり傷んでしまったら、鳥は体温を保てず飛べなくなって死んでしまいます。定期

的に生えかわらせて新品と交換する必要があるのです。 

 

 

 多くの鳥は年に 2 回の換羽を行います。換羽には、体中の羽毛がすべて生えかわる完全

換羽と風切羽や初列雨覆、尾羽以外の羽毛が生えかわる部分換羽があります。年 2 回の換

羽を行う鳥では、繁殖期の前の春の時期に部分換羽、繁殖期終了後の秋の時期に完全換羽

を行うと考えられます。 

 

 

 春を迎えてセンターの鳥カフェに暮らすユリカモメは、繁殖期前の部分換羽を開始しま

した。冬のユリカモメは真っ白な頭をしていますが、夏の繁殖期を迎えると真っ黒な頭の

カモメに変身します。部分換羽はあっという間に終了してしまいますが、秋の完全換羽は

100 日程度かかるようです。ガン黒のユリカモメは、毎日のように鳥カフェで繁殖の相手

を探してギョェ！ギョェ！ギョェ！と雄叫びを上げています。皆さんにも見てもらいたい

ところですが新型コロナウイルス感染症の影響でセンターは 4 月 4 日から 8 月まで臨時

ユリカモメも換羽する春が来た 
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休館になってしまいました。春の羽根標本展も 3 月 29 日から展示を始めましたが皆さん

に見ていただけないのが残念です。この騒ぎが早く収束して皆さんがセンターに足を運べ

るようになる日を心待ちにしております。 

 

 

 この記事は羽根のお話とは別件ですが、皆さんはセンターの傷病鳥獣の受付に野生動物

救護の会の募金箱が置かれているのをご存じですか。毎年、多くの方々がたくさんのお金

をこの募金箱に入れてくださいます。もちろん集まったお金は傷ついた野生動物たちのた

めに使われていますが、最近では鳥用のビタミン剤を購入して野生動物救護の会からセン

ターに寄付をいたしました。鳥たちが元気になるために役立てば良いと思います。 

2019 年 9 月 23 日撮影 2020 年 3 月 30 日撮影 

センターで冬を越したツバメたち。たくさん餌食べて元気になれ！！ 

購入したビタミン剤 
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2019 年度事業報告 

2020 年度事業予定(案) 
 
 
 2020 年 4 月より新年度がスタートしております
が、昨今の新型コロナウィルス禍による各種活動の
自粛要請に伴い、弊会でも通常の運営が出来ない状
況にあり、もどかしい思いを抱えております。会員
の皆様におかれましても不安な日々をお過ごしか
と思いますが、くれぐれもご自愛ください。 
今年度は新たな助成金を獲得し、益々勢力的な活

動を予定しておりましたが、残念ながら何件かのイ
ベントは中止となってしまいました。しかし、長年
継続して行っている衝突調査に加え、近年では痕跡

調査や樹洞性哺乳類・鳥類調査など様々な新しい取
り組みにも挑戦しており、このような状況ですがで
きるだけ充実した活動にしたいと考えています。 

7 月に予定されている定期総会では、昨年度の総
括や今年度の事業内容について活発に論議してい
ただきたく、ここに前年度の活動報告と今年度の活
動予定を掲載します。皆さまには是非目を通してい
ただき、ご検討をお願い致します。 
 今年度も皆様のご協力・ご参加を心よりお待ちし
ております。

 
 

2019 年度 NPO 法人野生動物救護の会 事業報告 

１． 傷病鳥獣救護の直接的事業 

傷病鳥獣の救護ボランティアの推奨 通年 自然環境保全センター 

M プロジェクト（猛禽類のリハビリ） 通年 プロジェクト参加者自宅 

２． 救護ボランティアを養成する事業 

野生動物救護ボランティア講習会 6/15 6/16 自然環境保全センター 

野生動物救護ボランティア講習会修了式 9/29 自然環境保全センター 

   ３． 主に会員を対象とした啓発事業 

探鳥会                1/14 小田原漁港周辺(雨天中止） 2/16 宮ケ瀬湖周辺(雨天中止） 

夜のムササビ観察会「空飛ぶ座布団の正体とは」 6/29 8/10 大雄山最乗寺 

日立エコ村見学会 12/21 日立エコ村 

野生動物痕跡調査講習会 8/31  2/15 自然環境保全センター 

スキルアップ勉強会 9/7 10/26 11/30  自然環境保全センター 

４． 主に市民を対象とした啓発事業 

企画展示 みんなの知らないツバメの世界 

     人と猛禽類の関係 

5/1～7/28 

5/28～8/31 

自然環境保全センター（ブナの森ギャラリー） 

自然環境保全センター（鳥獣保護棟入口） 

誤認保護防止のためのチラシ配布（伊勢原緑化祭り） 5/11～12 伊勢原市立総合運動公園 

各種イベントへの参加   

 イベントのためのグッズ作製 

 よこすか動物フェスティバル、 

 厚木市環境フェスティバル 

 秦野市民まつり 

動物フェスティバル・神奈川 

第１９回 さがみ自然フォーラム  

もり・みずイベント   

 

8/24 

10/6 

10/20 

11/3 

11/24 

2/6～11 

10/13 （中止） 

 

自然環境保全センター 

三笠公園 

厚木市中央公園 

秦野市文化会館周辺 

寒川町民センター 

アミュー厚木 

座間イオンモール 
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 環境教育    秦野エコスクール 南小学校 

                  西小学校 

         比々多小ハートフル委員会 

 夏休み子ども体験教室（野生動物を学ぶ） 

 春休み子ども体験教室（わくわく生き物探検隊） 

11/12 

1/21 

2/4 

7/27 

3/28（中止） 

秦野市立南小学校 

秦野市立西小学校 

伊勢原市立比々多小学校 

自然環境保全センター 

自然環境保全センター 

５． 情報発信的事業 

会報誌ＲＵＮＮＥＲの発行  4/21（32 号）9/29（33 号）12/22（34 号） 厚木市サポートセンター 

ホームページの運営 会員への情報発信 通年 野生動物救護の会事務局 

６． 調査・観察的な事業 

秦野市立図書館衝突調査 

 

図書館センサーカメラ設置 

4/26 5/31 6/28 7/26 8/30 9/27  

10/25 11/29 12/27 1/31 2/28 3/27 

11/13 

秦野市立図書館 

 

秦野市立図書館 

羽根標本等の標本作成 通年 自然環境保全センター 

樹洞性哺乳類・鳥類調査  自然環境保全センター 

野生動物痕跡調査 通年 自然環境保全センター 

足環プロジェクト 通年 自然環境保全センター 

７． 関係団体との協働的事業 

丹沢大山ボランティアネットワーク総会・助成金報告 

丹沢大山ボランティアネットワーク講演会 

 「里山文化の意義と丹沢大山里山再生」 

池の外来種調査と生き物観察 

丹沢大山ボランティアネットワーク世話人会 

4/20 

6/29 

 

10/20 

6/5 9/4 12/4  

自然環境保全センター 

自然環境保全センター 

 

自然環境保全センター 

自然環境保全センター 

フィールドスタッフ養成講座・第１回自然保護講座 

「神奈川県の野生動物の現状と救護活動について」 

12/7 自然環境保全センター 

   ８． 運営的事業 

ＮＰＯ法人 野生動物救護の会定期総会 5/19 自然環境保全センター 

救護の会の事務的管理（名簿・会費・物品など） 通年 野生動物救護の会事務局 

野生動物救護の会の理事会・スタッフ会議 随時 自然環境保全センター 

傷病舎大掃除及び豚汁大会 12/14 自然環境保全センター 

９． そのほかの事業   

TVK「カナフル TV」 野生動物救護現場最前線 取材 5/5 放映 5/19 自然環境保全センター 

自然発見クラブでの講習会 

プラネタリウムでの講習会 

6/22 

2/16 （中止） 

自然環境保全センター 

伊勢原市プラネタリウム 

第５回 BeasTrace 主催講習会 8/31 アミュー厚木 

巣箱の作製 9/28 自然環境保全センター 

大山丹沢自然再生報告会 12/14 日本大学生物資源科学部 

もり・みずプレゼンテーション 3/8  
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２０２０年度 NPO 法人野生動物救護の会 事業予定（案） 

１． 傷病鳥獣救護の直接的事業 

傷病鳥獣の救護ボランティアの推奨 通年 自然環境保全センター 

M プロジェクト（猛禽類のリハビリ） 通年 プロジェクト参加者自宅 

２． 救護ボランティアを養成する事業 

野生動物救護ボランティア講習会 6/7 （延期） 自然環境保全センター 

野生動物救護ボランティア講習会修了式 年 1 回 自然環境保全センター 

   ３． 主に会員を対象とした啓発事業 

探鳥会 年数回 近隣各所 

野生動物痕跡調査講習会 年数回 自然環境保全センター 

スキルアップ勉強会 年数回 自然環境保全センター 

４． 主に市民を対象とした啓発事業 

企画展示    

誤認保護防止のためのチラシ配布 5/9～10 （中止） 伊勢原市立総合運動公園 

各種イベントへの参加  

 よこすか動物フェスティバル、 

秦野市民まつり 

動物フェスティバル・神奈川 

さがみ自然フォーラム その他 

 

 

各期日 

 

 

各イベント会場  

各種要請による講演 随時 各会場 

環境教育   

学校からの要請による環境教育 

 夏休み子ども体験教室（野生動物を学ぶ） 

 春休み子ども体験教室（わくわく生き物探検隊） 

 

随時 

７月 （中止） 

３月 

 

各学校等 

自然環境保全センター 

自然環境保全センター 

５． 情報発信的事業 

会報誌ＲＵＮＮＥＲの発行 年数回 厚木市サポートセンター 

ホームページの運営 会員への情報発信 通年 野生動物救護の会事務局 

６． 調査・観察的な事業 

秦野市立図書館衝突調査 月１回程度 秦野市立図書館 

羽根標本等の標本作成 年数回 自然環境保全センター 

樹洞性哺乳類・鳥類調査 通年 自然環境保全センター 

野生動物痕跡調査 通年 自然環境保全センター 

足環プロジェクト 通年 自然環境保全センター 

７． 関係団体との協働的事業 

丹沢大山ボランティアネットワーク総会 

丹沢大山ボランティアネットワーク講演会 

丹沢大山ボランティアネットワーク世話人会 

4/26（中止） 

6/20（中止） 

6/3 予定（9/2 12/2 3/3） 

自然環境保全センター 

自然環境保全センター 

自然環境保全センター 

傷病鳥獣保護連絡協議会 未定 未定 

自然発見クラブ ２月 自然環境保全センター 
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８． 運営的事業 

ＮＰＯ法人 野生動物救護の会定期総会 5/17 （延期） 自然環境保全センター 

救護の会の事務的管理（名簿・会費・物品など） 通年 野生動物救護の会事務局 

野生動物救護の会の理事会・スタッフ会議 随時 自然環境保全センター 

傷病舎大掃除及び豚汁大会 １２月 自然環境保全センター 

９． 各種助成金による事業  

サントリー世界愛鳥基金による事業 （２０万）  

ボランティア団体活動助成金による事業（１０万）  

もり・みず助成金による事業 普及啓発（２０万） 調査（２７万）   
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☆★会員へのお誘い★☆ 
当会は、設立趣旨にご賛同頂きました皆様方の会費によって運営されております。 

      ★一般会員：年会費 2,000 円  

      ★学生会員：年会費 1,000 円 

私たちの活動を支えて下さる賛助会員も同時に募集しています 

★賛助会員：年会費 法人一口 5,000 円/個人一口 3,000 円 一口以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“救護の会 ブログ“ 始まっています！                                 
◆野生動物救護の会の活動の様子を楽しくご紹介！ 

 日常のボランティア活動や、猛禽類の訓練風景（M project ）、各種イベントのお知らせや 

報告などなど、随時更新しています。救護の会 HP トップページの           

｢救護の会ブログ始めました！｣のバナーをクリックしてご覧下さい♪        

 アドレスはコチラ→ http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/index.html  
 

 

 イベント                                                                
今年度のイベントは、現段階では開催が未定のものが多数です。                     

今後、開催及び救護の会の参加の有無が決定しましたら 都度お知らせしますので、 

ホームページ等でご確認ください。 

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

衝突調査                                                 

◆秦野市立図書館衝突調査 

  ▽日時 毎月最終金曜日 →今後の調査日は 6 月 26 日、7 月 31 日、8 月 28 日         

▽場所 秦野市立図書館 

☆野生動物救護の会「バードストライク研究会」では窓ガラスへの野鳥の衝突調査を一緒に 

行ってくれる方を随時募集しています。興味のある方は事務局までご連絡を！ 

 

 定期総会                                                

◆第 13 回 NPO 法人 野生動物救護の会 定期総会 

  ▽日時：7 月 12 日(日) 13：00～受付 13：30～総会 

  ▽場所：厚木市社会福祉協議会 ボランティアセンター研修室 ４F 

 ゆうちょ銀行振替口座 ： 00270-0-47040 

名義 ： 特定非営利活動法人 野生動物救護の会 
【振込先】 

発行月：2020 年 6 月  発行：特定非営利活動法人 野生動物救護の会  電話：0463-75-1830 

〒259-1306 神奈川県秦野市戸川 1086 番地の 4   ホームページ：http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/ 

編集者：平沼亜矢子・森紀美子・小林夏子・神崎さつき 

＊詳細は当会ホームページをご覧ください＊ 

 ボランティア講習会                                                           

◆神奈川県 野生動物救護ボランティア講習会 

  ▽日時：未定         

▽場所：自然環境保全センター レクチャールーム 

  ☆例年、6 月に開催されていた 新しい野生動物救護ボランティアさんを募集し、 

野生動物救護に関する知識を学んでいただく講習会ですが、今年度の開催日は現在の 

ところ未定です。開催の折りには、ふるってボランティアスタッフとしてご参加ください。 

どなたでもご参加いただけます 
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